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Abstract

This instruction pages provide you the guidance to prepare, format, and apply your manuscript for the Jour-
nal of Japan Society of Computer Aided Surgery, with an example of the layout. These pages themseves are

formatted according to the instruction. The templates for major word processing programs are available.

Key words
Author's kit, Camera-ready manuscript, Copyright transfer form, Color pages, Orginal files.
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１．はじめに
本冊子は，日本コンピュータ外科学会誌に論文を

入稿いただくにあたっての原稿作成のガイドライン

につき説明しています．よくお読みの上投稿願いま

す．本学会では印刷工程での誤植混入回避，刊行ま

でのスピードアップ，および学会事務簡素化のため

直接オフセット印刷可能な原稿投稿をお願いしてい

ます．よろしくご協力ください．

２．論文執筆
論文は表題，著者名，所属，Abstract，Key words

（以上論文ヘッダ部），論文本文から構成する．和文

には，新かなづかいを用いる．外国語，外国人名，薬

品名は原語のまま用いる．

２． １　論文ヘッダ部
a )  表題中には原則として略語を用いないこと．ただ

し，広く一般に認知され，本文中で繰り返される

略語はそのかぎりでない．

b) 著者が2名以上の場合は，所属に対応させて氏名

にa ,  b , . . . の記号を上付き縮小サイズにて付す．

c) 筆頭著者は正会員，学生会員の区別を明記する．

（次席筆者以降は必要ない）

d) 著者所属には住所を含めない．所属名の略記に関

しては著者の判断で行なって構わないが，広く一

般に認知されない思われるものについては事務局

が修正を求めることがある．

e) 連絡先とする著者の氏名には" * " 記号を上付きに
て縮小サイズにて付し， 第１ページ目の脚注に同

記号に続けて所属先の郵便住所，（利用可能なら

ば）電子メールアドレスを記す．筆頭筆者でなく

ても構わない．

*国立ME研究所

〒???-????○○市◇◇1-1

○○@yourdomain.jp

受付○○年○○月○○日；採択○○年○○月○○日
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f) アブストラクトは 200 words 以内，キーワードは５つ

以内とする．両者とも英文とする．

g)  本文が和文の場合も，表題，著者名と所属には

英語を併記する．

２． ２　論文本文
a )  和文または英文にて表記する．

b) 見出しは例のように，章は1.，2.，節は1.1，1.2，

項は1 )，2 )， . . . とナンバーを付す．

c )  本文中たびたび繰り返される語は略語を用いて

もよいが，初出の際は全綴りを記載し，（以下……

と略す）としてその旨を断ること．

d )  度量衡の単位は原則としてSI 単位を使用する．

その他の単位系は必要に応じ補記する．

例；「センサの定格入力は9.8  N  ( 1  k g f ) …」

２． ３　図表

a )  図の下側および表の上側にTimes  Bo l d 体で説

明文を付す．図表中の文字および説明文は英文で

記す．

b) 本文中においては，図は F i g .  1,  F i g .  2のよ

うに，表は T a b l e  1,  T a b l e  2の要領で出現順

に通し番号を付す．初出のみボールド体 （太字体）

とする．

２． ４　数式

a )  数式には式( １) ，式( ２) の要領で出現順に通し

番号を付す．数式の展開過程は特に必要な場合を

除き， 省略して簡素化を図ること．

２． ５　脚注 ・文献
a )脚注は，注1 )，注2 )などの記号をもって上付き縮小表

記にて本文中に示し， そのページ最下部に入れ

る．必要最小限にとどめること．

b )文献は 1 )あるいは連番の場合は 2 ) - 4 ) 6 ) 8 )などの記号

をもって上付き縮小表記にて本文中に示し， 論文

末尾に “文献”（英文では Re fe r ence s）と題して

番号順にリストする．１番号１文献とする． 和 ・

英文ともにBr i t i s h  Med i ca l  J ou rna l 形式に準

じる （例については，本小冊子末尾を参照）．

２． ６　その他
a )論文採択後に著者の所属が変更になった場合は，

第１ページ目左下の脚注に “現 ・”と表記して新

しい所属を記す．

b )「謝辞」などは論文本文末尾に記す．

c )簡素にまとめることを心がけること． 実験資料な

どの提示，式の展開が冗長にならないこと．

３．レイアウト・組版
３．１　形式
a) 用紙と余白：A4 の無地白色紙を使用し，文章，図

表その他一切を文字面(タテ230mm，ヨコ160mm)

の範囲内に収める．上に25 mm，左右に25 mm，

下に42mm の余白を設けるとその範囲となる．

b ) 段組：論文ヘッダ部は1 段組，本文以降は2 段組

(カラムの間隔は7 mm）配置とする．なお，図表

が長幅を必要とする場合は，両カラムにわたり配

置して構わない．

c ) 配置 ：論文本文およびアブストラクトはカラムの

幅に均等配置 （カラムの左右端に文字が並ぶよう

に文字間を調整する配置法）とする．論文タイト

ル，著者名，所属，見出しなどは左寄せとする．

d ) 字下げ：論文本文の段落先頭は1文字程度の字下

げ （インデント）を行なう． A b s t r a c t とK e y

wo rd s は全角２文字相当の字下げを行なう．

e ) フォントサイズ ：9 ポイントを基本とする．論文

タイトルは1 4 ポイント( 英文は 12 ポイント) ，章

見出しは 10.5ポイント，脚注・図表説明・文献は

8 ポイントとする．

f ) フォントの種類：本文の和文フォントは明朝系

（細明朝，MS 明朝など），欧文フォントは Times と

する． 見出しの和文フォントにはゴシック系 （M S

ゴシックなど）， 欧文フォントにはA r i a l ,

H e l v e t i c a を用いる． その他，ギリシア文字など

最小限必要なフォント(S ymb o l )の利用は差し支え

ない．

g ) 行間 ：シングル・スペースを基本とする． 複雑な

数式が入る場合などは適宜広げる．

h ) 孤立行：見出しおよび段落末尾が１行だけ孤立す

る場合は，前後の１行を送り込むことで孤立を回

避する．

i )  段落間の空白：論文タイトル上に20 mm の空欄

を設ける（“原著論文”などのヘッダを事務局にて

挿入する）．論文タイトルと著者名の間，著者名と

アブストラクトの間はそれぞれ2 0 p t 相当の空白

を配置する．論文ヘッダ部 （キーワードまで）と

本文は 20 p t 程度の空白行をもって配置する． 章

見出しの前にも１行相当の空白を配置する．

j ) 連絡先：連絡先とする著者一名の所属先の住所お

よび電子メールアドレス （利用している場合）を

第１ページ目左下の脚注に記す．筆頭筆者でなく

てよい．連絡先の最下行に１行空欄を設ける（原

稿受付日などを事務局で挿入する）．

k ) プリンタ：印刷にはレーザプリンタや （最近の）イ



ンクジェットプリンタなど，解像度が高く濃淡ムラ・に

じみの少ない高品質なものを用いること．

３． ２　表
a) 罫線の使用・配置は自由であるが，表の上下辺に

は設けること．

b) 表の配置場所は，本文の関連する部分から極端に

離れないこと．コラムにまたがって構わない．

３． ３　図 ・写真
a )  原則白黒モノトーン刷りだが，カラーも可であ

る．

b) 配置場所は，本文の関連する部分から極端に離れ

ないこと．カラー部分の配置は印刷の都合上編集

部にて変更する場合がある．

c )  必要に応じてコラムにまたがって配置して構わな

い．ただし文字面を越えないこと．

d)  広いベタ塗り範囲を持つ図に対しては，スクリー

ンなど他の方法で表現するか，図の明度調整など

を行なうこと．

３． ４　数式
a )  数式は左詰めに配置する．

b)  式番はカッコ(  )で囲い，右詰めに配置する． 展

開の経過を２行以上にわたり示す場合は，最後の

行に配置する．

E = mc 2 (1)

c) 必要に応じてコラムにまたがって構わない．

d ) 数式に現われるギリシア文字にはギリシア文字

フォント(S ymb o l )等を， その他には Time s -Ro-

m a n などの半角フォントを用いること．全角文字

を用いないこと．

３． ５　その他

原稿の各ページ右上に，ページ番号を鉛筆書きに

て記入する．ページ番号は1 から開始する．

４．提出要領
４． １　提出物

提出物は以下の通り． 著作権譲渡書および別刷り

申込書は学会ホームページhttp://www.jscas.org/ よ

りダウンロードできる．

a )  オフセット印刷用原稿 （１部）

b) 図表・写真 （１部）：裏面に図の上下，番号(F i g .

x），筆頭著者名を記入しておく．

c)  著作権譲渡書 （１部）

d )  別刷り申込書 （１部）

e)  電子媒体原稿 （１部）：図 ・写真データファイル

（T i f f , P I C T 等），およびレイアウト済みのファイ

ル （Word, PageMaker 等）．

Tab l e  1  Text styles, font, size, alignment in the camera-ready manuscript for JSCAS.

スタイル フォントサイズ 寄せ 字詰め 行間 その他

(pt) ( 字) (pt)
論文タイトル ゴシック 14 左寄せ 30 7pt 表題上に 20 mm の空白，サブタイトルは1 2 p t

英文タイトル Times Bold 12 左寄せ 35 7pt 前に 10ptの空白

著者名 明朝 10.5 左寄せ 6 名 6pt 前に 20ptの空白

所属 明朝 10.5 左寄せ 40 6pt

英文著者名 Times 10.5 左寄せ 5 名 6pt 前に 20ptの空白

英文所属 Times 10.5 左寄せ 40 6pt

Abstract （見出し） Times Bold 9 左寄せ 前に20ptの空白

アブストラクト本文 Times 9 均等配置 44 5 p t

Key  words （見出し） Times Bo ld 9 左寄せ

キーワードリスト Times 9 均等配置 44 5 p t 本文との間に 20 p t の空白

章見出し ゴシック 10.5 左寄せ 前に１行相当空白

節見出し ゴシック 10 左寄せ

小見出し ゴシック 9 左寄せ

本文・謝辞本文 明朝 ,Times 9 均等配置 22 ～24 5 p t 2 段組み

謝辞 ・文献( 見出し) ゴシック 9 左寄せ

文献リスト 明朝 8 均等配置 25 2 p t 突き出しインデント

脚注 明朝 8 左寄せ 25 2 p t

図中文字 Times 7 ～8 適宜 原則英文

図表番号 Times Bold 8 左寄せ 英文

図表説明文 Times 8 左寄せ 25 2 p t 英文

表の本体 Times 7 ～8 適宜 原則英文

数式 Times 9 左寄せ 左 2 字空け

※本来，表は英文で書く
べきだが，ここでは便
宜のため日本語とし
てある



４． ２　版組みを依頼する場合の提出物

本誌ではオフセット印刷できる原稿での入稿を基

本としているが，レイアウト・組版が不可能な場合

は，実費にて学会事務局に版組みを依頼することが

できます （投稿規程を参照）．

この場合の提出物は以下の通り

a )  原稿 （１部）

b) 図表・写真 （１部）：裏面に図の上下，番号(F i g .

x），筆頭著者名を記入しておく．

c)  著作権譲渡書 （１部）

d )  別刷り申込書 （１部）

e )  原稿のテキストファイルを収めた電子媒体原稿

（１部）．図・写真データファイル （Ti f f ,P ICT等）

の添付が望ましい．

４． ３　送付先

印刷原稿は書留便または宅配便など配送追跡の可

能な方法で，学会事務局に送付する．電子媒体原稿

はFD，MO，ZIP，CD-ROMにて同封する．急ぎの場合

は電子メールによる送付も可能ですので学会事務局

にご相談ください．学会事務局の連絡先は別途投稿

規程を参照のこと．

謝辞
本資料を作成するにあたり， 諸先輩方のご指導を

いただきました．御礼申し上げます．
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←文献の章番号は付さない．日本語では「文献」，
英語の場合は"References"

←謝辞の見出しには章番号は付さない．
謝辞は結論などの後，文献の前．

←英文論文誌の例

←和文論文誌の例

←英文学会大会抄録集の例

←和文学会大会抄録集の例

←編著による単行本（英文）の例

←編著による単行本（和文）の例

※数式の展開，実験資料などの分量が増える場合
は，“資料”として論文末尾に添付できる．
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